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既製杭の杭頭接合法のひとつである埋込み方式（杭頭部をパイルキャップに埋め込む接合方法）では、パイルキャップ辺

長（Dp）を杭外径（D）の 2.5 倍以上とすることが一般的である。また、設計に用いる既往の限界せん断力の評価式では、パ

イルキャップの配筋のせん断抵抗への寄与は考慮されず、実験データや研究の蓄積による精度の向上が望まれている。そこ

で、より合理的な杭頭接合部の設計のため、従来の Dp = 2.5Dよりも縮小したパイルキャップの実現、およびせん断補強筋

の効果を考慮した評価式の確立を目的に、パイルキャップを模擬した試験体による曲げせん断実験を行った。 

 
本研究では、パイルキャップを模擬した鉄筋コンクリート部に

SC 杭を埋め込んだ形状の全 8 体の試験体について、図－１に示す

加力装置により曲げせん断実験を行った。標準試験体は杭頭埋込

み長さ 1.0D、Dp = 2.0Dであり、定着筋の有無、杭頭埋込み長さ、

パイルキャップ辺長、パイルキャップのコンクリート強度、パイル

キャップのせん断補強筋量をパラメータとした。 
実験結果より、従来よりも小さい Dp = 2.0D とした試験体の荷

重変形関係と、ひび割れや鉄筋降伏などのパイルキャップの損傷

過程を把握した。なお、いずれの試験体もパイルキャップのコンク

リートが杭により前方に押し出される破壊状況が顕著に見られた

（写真－１）。また、せん断補強筋比 pw などの各試験体のパラメ

ータによる荷重Qと部材角Rの関係の比較を行った（図－２）。 
実験結果をもとに、杭頭埋込み部の設計用限界値の評価式を検

討し、日本建築学会「鋼構造接合部設計指針」の埋込み柱脚の最大曲げ耐力式と、日本建築学会「基礎部材の強度と変形性

能」の式にせん断補強筋のパラメータを加えた式により、高い精度で各試験体の最大耐力を評価できることを確認した。こ

の計算値Qcalと実験値Qmaxの比較を図－３に示す。 

 

写真－１ 実験最終時の破壊状況 図－２ Q－R関係の包絡線 図－３ 計算値と実験値の関係

 
 本研究で行ったパイルキャップの曲げせん断実験から以下のことを確認した。

ⅰ．せん断補強筋量が多いほど最大耐力は大きくなり、従来よりも小さい Dp = 2.0Dの場合も急激な水平抵抗の喪失は生

じない

ⅱ．せん断補強筋量と杭頭埋込み部の最大耐力の関係から設定した有効係数により、「基礎部材の強度と変形性能」の評価

式にせん断補強筋の影響を考慮することができる 
ⅲ．せん断補強筋の影響を考慮することで、最大耐力評価の精度が向上する
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図－１ 加力装置の概要 
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